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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第110期
第３四半期
連結累計期間

第111期
第３四半期
連結累計期間

第110期
第３四半期
連結会計期間

第111期
第３四半期
連結会計期間

第110期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成21年
　　10月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

売上高 (百万円) 40,047 34,263 12,865 12,690 50,069

経常利益 (百万円) 1,703 1,663 171 1,075 1,322

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) 608 1,085 △220 869 451

純資産額 (百万円) ― ― 12,297 12,049 10,789

総資産額 (百万円) ― ― 60,036 55,267 55,078

１株当たり純資産額 (円) ― ― 176.76 171.98 154.97

１株当たり四半期
(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(円) 9.09 16.22 △3.30 12.98 6.74

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 19.7 20.8 18.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,622 2,341 ― ― 2,250

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,609 △1,692 ― ― △2,543

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △317 △492 ― ― 217

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 3,303 3,551 3,392

従業員数 (名) ― ― 2,871 3,169 2,775

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりま
せん。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。
３　第110期、第110期第３四半期連結累計期間、第111期第３四半期連結累計期間、第111期第３四半期連結会計期間の潜在
株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
第110期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失が
計上されており、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれる事業の内容

に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

 

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 3,169

(注) 従業員数は就業人員（当社グループ外から当社グループへの出向者及び嘱託社員を含み、当社グループから当社グルー

プ外への出向者、パートタイマー及び人材会社からの派遣社員を除いております。）であります。

 

(2) 提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 415

(注) 従業員数は就業人員（他社から当社への出向者及び嘱託社員を含み、当社から他社への出向者、パートタイマー及び人材

会社からの派遣社員を除いております。）であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。
 

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

化成品関連製品 5,658 6.9

電子材料製品 2,049 6.1

建設・建材関連 778 △1.8

合計 8,486 5.9

(注) １　生産金額は、平均販売価格により算出したものであります。
２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。
 

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

化成品関連製品 ― ― ― ―

電子材料製品 2,452 10.0 1,757 18.0

建設・建材関連 986 △34.4 4,135 △35.3

合計 3,439 △7.9 5,893 △25.2

(注) １　一部の子会社を除き、受注生産は行っておりません。

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。
 

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

化成品関連製品 7,414 2.6

電子材料製品 2,135 △13.7

建設・建材関連 3,141 △0.8

合計 12,690 △1.4

(注) 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

 

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等、又は
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前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

 

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間における経済環境は、各国の経済対策効果などもあり、中国を中心として持ち直し

の動きが見受けられたものの、わが国においては雇用や設備の過剰感は未だ解消されておらず、本格的な回復ま

でには至りませんでした。

当社グループを取り巻く環境は、化学業界や電子部品業界においては、液晶関連向けなどを中心に回復基調に

ありました。また、建設・建材関連業界においては、住宅着工が回復せず厳しい状況が続きました。

このような状況のもと、当社グループはお客様満足度の向上を図り、積極的な事業活動を推進するとともに、

グループを挙げてコストダウン活動と在庫削減活動を継続し、業績の向上に努めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高は12,690百万円（前年同四半期比1.4％減）、営業利益

は1,186百万円（前年同四半期比463.3％増）となりました。また、経常利益は1,075百万円（前年同四半期比

526.9％増）、四半期純利益は869百万円（前第３四半期連結会計期間は220百万円の四半期純損失）となりまし

た。

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

 

　（化成品関連製品事業）

　当該事業の主な取扱製品は、ファインケミカル製品、フィルム・シート製品（マーキングフィルム、ステッ

カー、再帰反射シート、包装用フィルム）、メラミン樹脂、接着製品などであります。

　このうち、ファインケミカル製品は電子材料向けなどが回復し、前年同四半期並となりました。マーキング

フィルムは国内向けが低調に推移し、前年同四半期比減収となりました。ステッカーや再帰反射シートは為

替の影響もあり、前年同四半期比減収となりました。包装用フィルム並びにメラミン樹脂関連製品は前年同

四半期並となりましたが、輸出向けなどを中心に需要は回復傾向にありました。接着関連製品は光学関連分

野向けが堅調に推移し、前年同四半期比増収となりました。

　以上により、化成品関連製品事業の売上高は7,414百万円（前年同四半期比2.6％増）、営業利益は804百万

円（前年同四半期比1,229.2％増）となりました。

 

　（電子材料製品事業）

　当該事業の主な取扱製品は、セラミック基板、厚膜印刷製品、プリント配線板などであります。

　このうち、セラミック基板は液晶関連向けが順調に回復したこともあり、前年同四半期比増収となりまし

た。プリント配線板は情報関連向けが振るわず、前年同四半期比減収となりました。

　以上により、電子材料製品事業の売上高は2,135百万円（前年同四半期比13.7％減）、営業利益は106百万

円（前第３四半期連結会計期間は25百万円の営業損失）となりました。

 

　（建設・建材関連事業）

　当該事業の主な事業内容は、産業プラントの設計・施工、住宅用アルミ建材の販売などであります。

　このうち、産業プラントの設計・施工分野は、設備投資の抑制に伴い受注は低調に推移しましたが、工事の

EDINET提出書類

日本カーバイド工業株式会社(E00777)

四半期報告書

 5/32



完工高が増加し、前年同四半期比増収となりました。住宅用アルミ建材は住宅着工戸数の減少もあり、前年

同四半期比減収となりました。

　以上により、建設・建材関連事業の売上高は3,141百万円（前年同四半期比0.8％減）、営業利益は249百万

円（前年同四半期比51.3％増）となりました。

 

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

 

　（日本）

　景気の回復基調の中で連結各社の大半が増販となり、売上高は10,214百万円（前年同四半期比3.7％増）、

営業利益は963百万円（前第３四半期連結会計期間は4百万円の営業損失）となりました。

 

　（アジア）

　主に東南アジアにおいて減販となりましたが、生産性向上によるコストダウンや経費削減などの効果によ

り、売上高は1,199百万円（前年同四半期比25.2％減）、営業利益は374百万円（前年同四半期比49.3％増）

となりました。

 

　（その他の地域）

　欧米における再帰反射シートの販売が低迷し、売上高は1,277百万円（前年同四半期比9.4％減）、営業損

失17百万円（前第３四半期連結会計期間は140百万円の営業損失）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前期末比188百万円増加し、55,267百万円となりました。

このうち、流動資産は、受取手形及び売掛金が増加したことなどにより、前期末比959百万円増加し、23,579百

万円となりました。固定資産は、有形固定資産が減少したことなどにより、前期末比770百万円減少し、31,687百

万円となりました。

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前期末比1,071百万円減少し、43,217百万円となりました。

このうち、流動負債は、支払手形及び買掛金が減少したことなどにより、前期末比67百万円減少し、29,323百万

円となりました。固定負債は、長期借入金が減少したことなどにより、前期末比1,003百万円減少し、13,893百万

円となりました。

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、利益剰余金が増加したことなどにより、前期末比1,260百万円増加

し、12,049百万円となりました。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の18.8％から2.0ポイント改善し、

20.8％となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益など

の内部留保に加え、運転収支の改善等により、3,032百万円の収入（前第３四半期連結会計期間は261百万円の収

入）となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得などにより、559百万円の支出

（前第３四半期連結会計期間は196百万円の収入）となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、短期

借入金の返済などにより、1,647百万円の支出（前第３四半期連結会計期間は68百万円の支出）となりました。

この結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は、第２四半期連結会計期間末比796百万円増加して3,551百万円

となりました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び
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新たに生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は444百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 66,990,29866,990,298

東京証券取引所
（市場第一部）
大阪証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
1,000株

計 66,990,29866,990,298― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年10月１日～
平成21年12月31日

― 66,990,298 ― 6,197 ― 3,616

 

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

① 【発行済株式】

   平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 　48,000

― 単元株式数　1,000株

完全議決権株式(その他)
普通株式

66,742,000
66,742 同上

単元未満株式 普通株式　200,298 ― ―

発行済株式総数 66,990,298― ―

総株主の議決権 ― 66,742 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式526株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
日本カーバイド工業
株式会社

東京都港区港南
二丁目11番19号

48,000 ― 48,000 0.07

計 ― 48,000 ― 48,000 0.07

 

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成21年
　４月

 
　５月

 
　６月

 
　７月

 
　８月

 
　９月

 
　10月

 
　11月

 
　12月

最高(円) 100 100 114 111 116 113 121 114 116

最低(円) 73 85 97 87 96 98 93 94 98

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部の市場相場によるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期

間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連

結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から

平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)に係る四

半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四

半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任

監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月

１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,848 3,599

受取手形及び売掛金 ※２
 10,745 9,438

商品及び製品 4,228 5,058

仕掛品 2,050 1,913

原材料及び貯蔵品 1,392 1,516

その他 1,395 1,148

貸倒引当金 △81 △53

流動資産合計 23,579 22,620

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 5,597 5,550

土地 15,047 15,064

その他（純額） 6,660 7,399

有形固定資産合計 ※１
 27,306

※１
 28,014

無形固定資産 424 443

投資その他の資産

その他 4,535 4,569

貸倒引当金 △579 △570

投資その他の資産合計 3,956 3,999

固定資産合計 31,687 32,457

資産合計 55,267 55,078
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２
 9,163 9,629

短期借入金 16,329 15,907

1年内償還予定の社債 350 100

未払法人税等 224 105

賞与引当金 513 384

その他 2,742 3,263

流動負債合計 29,323 29,391

固定負債

社債 400 750

長期借入金 5,970 6,814

退職給付引当金 2,261 2,162

役員退職慰労引当金 139 177

再評価に係る繰延税金負債 4,450 4,457

負ののれん 78 102

その他 592 433

固定負債合計 13,893 14,897

負債合計 43,217 44,288

純資産の部

株主資本

資本金 6,197 6,197

資本剰余金 3,616 3,616

利益剰余金 △2,841 △3,937

自己株式 △8 △7

株主資本合計 6,964 5,868

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △229 △312

繰延ヘッジ損益 △17 △14

土地再評価差額金 6,386 6,396

為替換算調整勘定 △1,591 △1,564

評価・換算差額等合計 4,548 4,505

少数株主持分 537 415

純資産合計 12,049 10,789

負債純資産合計 55,267 55,078
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 40,047 34,263

売上原価 30,220 25,359

売上総利益 9,826 8,904

販売費及び一般管理費 ※１
 7,719

※１
 7,034

営業利益 2,106 1,870

営業外収益

受取利息 56 37

受取配当金 39 25

受取賃貸料 66 65

その他 108 186

営業外収益合計 271 314

営業外費用

支払利息 437 352

その他 237 168

営業外費用合計 674 520

経常利益 1,703 1,663

特別利益

固定資産売却益 72 12

貸倒引当金戻入額 13 11

その他 1 1

特別利益合計 87 25

特別損失

固定資産売却損 7 －

固定資産除却損 151 65

投資有価証券等売却損 64 44

投資有価証券等評価損 11 5

減損損失 7 11

損害賠償金 － 61

その他 4 3

特別損失合計 246 192

税金等調整前四半期純利益 1,544 1,496

法人税、住民税及び事業税 406 398

法人税等調整額 421 △58

法人税等合計 828 339

少数株主利益 107 71

四半期純利益 608 1,085
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 12,865 12,690

売上原価 10,169 9,167

売上総利益 2,695 3,523

販売費及び一般管理費 ※１
 2,484

※１
 2,336

営業利益 210 1,186

営業外収益

受取利息 16 10

受取配当金 7 6

受取賃貸料 23 22

為替差益 55 －

その他 31 35

営業外収益合計 134 74

営業外費用

支払利息 126 117

その他 46 68

営業外費用合計 173 186

経常利益 171 1,075

特別利益

固定資産売却益 0 6

貸倒引当金戻入額 10 2

その他 1 －

特別利益合計 12 8

特別損失

固定資産売却損 1 －

固定資産除却損 5 1

投資有価証券等売却損 64 －

投資有価証券等評価損 4 －

その他 － 0

特別損失合計 76 1

税金等調整前四半期純利益 108 1,082

法人税、住民税及び事業税 31 273

法人税等調整額 298 △78

法人税等合計 329 194

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 18

四半期純利益又は四半期純損失（△） △220 869
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,544 1,496

減価償却費 1,834 1,716

減損損失 7 11

のれん償却額 △24 △27

退職給付引当金の増減額（△は減少） 187 97

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △13 △37

賞与引当金の増減額（△は減少） 85 128

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11 36

受取利息及び受取配当金 △96 △63

支払利息 437 352

固定資産除却損 151 65

固定資産売却損益（△は益） △65 △12

投資有価証券等評価損益（△は益） 11 5

投資有価証券等売却損益（△は益） 62 43

売上債権の増減額（△は増加） △411 △1,279

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,443 861

仕入債務の増減額（△は減少） 1,038 △515

その他 37 30

小計 3,333 2,910

利息及び配当金の受取額 106 73

利息の支払額 △428 △359

法人税等の支払額 △1,388 △282

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,622 2,341

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,539 △1,591

有形固定資産の売却による収入 104 68

投資有価証券等の取得による支出 △112 △81

投資有価証券等の売却による収入 52 55

貸付けによる支出 △60 △190

貸付金の回収による収入 16 149

その他 △69 △102

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,609 △1,692
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 5,224 2,606

短期借入金の返済による支出 △4,582 △4,088

長期借入れによる収入 2,110 3,230

長期借入金の返済による支出 △2,678 △2,203

社債の償還による支出 △300 △100

セール・アンド・リースバック取引による収入 － 270

その他 △92 △208

財務活動によるキャッシュ・フロー △317 △492

現金及び現金同等物に係る換算差額 △124 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △429 158

現金及び現金同等物の期首残高 3,732 3,392

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,303 3,551
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

 

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

項目
当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

会計方針の変更 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

一部の連結子会社については、請負工事に係る収益の計上は全て工

事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」

（企業会計基準委員会　平成19年12月27日　企業会計基準第15号）及び

「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平

成19年12月27日　企業会計基準適用指針第18号）を第１四半期連結会

計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、

当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が

認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原

価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しており

ます。なお、売上高及び損益への影響は軽微であります。

 

 

【簡便な会計処理】

 

項目
当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法 一部の連結子会社については、当第３四半期連結会計期間末の貸倒

実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積

高を算定しております。

２　棚卸資産の評価方法 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸

を省略し、前連結会計年度末又は第２四半期連結会計期間末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっておりま

す。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなも

のについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっ

ております。

３　法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額

控除項目について重要でないものを省略する方法によっております。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以

降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

 

項目
当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

税金費用の計算 一部の連結子会社については、当連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

１　※１　有形固定資産の

減価償却累計額　　　　　　 36,863百万円

 

２　受取手形割引高　　　　　　　　　　1,690百万円

 

３　※２　四半期連結会計期間末日満期手形の処理

　当第３四半期連結会計期間末日は金融機関の休日

でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理

しております。当第３四半期連結会計期間末日満期

手形の金額は次のとおりであります。

　　　受取手形　　　　　　　　　　　　　157百万円

　　　支払手形　　　　　　　　　　　　　211　〃

　　　受取手形割引高　　　　　　　　　　225　〃

１　※１　有形固定資産の

減価償却累計額　　　　　　 35,415百万円

 

２　受取手形割引高　　　　　　　　　　1,956百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

 

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

支払運賃 1,181百万円

給料手当 1,799　〃

研究開発費 1,209　〃

賞与引当金繰入額 163　〃

退職給付費用 155　〃

役員退職慰労引当金繰入額 30　〃

貸倒引当金繰入額 37　〃

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

支払運賃 959百万円

給料手当 1,681　〃

研究開発費 1,206　〃

賞与引当金繰入額 169　〃

退職給付費用 146　〃

役員退職慰労引当金繰入額 31　〃

貸倒引当金繰入額 35　〃

 

第３四半期連結会計期間

 

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

支払運賃 346百万円

給料手当 526　〃

研究開発費 404　〃

賞与引当金繰入額 107　〃

退職給付費用 54　〃

役員退職慰労引当金繰入額 9　〃

貸倒引当金繰入額 28　〃

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

支払運賃 337百万円

給料手当 518　〃

研究開発費 417　〃

賞与引当金繰入額 95　〃

退職給付費用 52　〃

役員退職慰労引当金繰入額 10　〃

貸倒引当金繰入額 0　〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　 （平成20年12月31日現在）

現金及び預金勘定 3,482百万円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△179　〃

現金及び現金同等物 3,303百万円
　

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　 （平成21年12月31日現在）

現金及び預金勘定 3,848百万円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△297　〃

現金及び現金同等物 3,551百万円

 

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月1

日　至　平成21年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 66,990,298

 

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 49,964

 

 

３　新株予約権等に関する事項

 

該当事項はありません。

 

４　配当に関する事項

　

該当事項はありません。

 

５　株主資本の著しい変動に関する事項

 

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

 

 
化成品
関連製品
(百万円)

電子材料
製品
(百万円)

建設・
建材関連
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

7,223 2,473 3,168 12,865 ― 12,865

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

0 ― 636 637 (637) ―

計 7,224 2,473 3,804 13,502 (637) 12,865

営業利益又は営業損失(△) 60 △25 165 199 10 210

 

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

 

 
化成品
関連製品
(百万円)

電子材料
製品
(百万円)

建設・
建材関連
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

7,414 2,135 3,141 12,690 ― 12,690

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

1 ― 400 402 (402) ―

計 7,415 2,135 3,542 13,093 (402) 12,690

営業利益 804 106 249 1,161 25 1,186

(注) １　事業区分は、製品の組成並びに事業目的等を勘案して区分しております。
２　各事業の主な製品

(1) 化成品関連製品………ファインケミカル製品、フィルム・シート製品、メラミン樹脂、接着製品他

(2) 電子材料製品…………セラミック基板、厚膜印刷製品、プリント配線板他

(3) 建設・建材関連………産業プラントの設計・施工、住宅用アルミ建材他

 

　　（前第３四半期連結会計期間）

３　「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より、主として月次移動平均法による
原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。
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前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

 

 
化成品
関連製品
(百万円)

電子材料
製品
(百万円)

建設・
建材関連
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

23,869 7,170 9,007 40,047 ― 40,047

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

3 ― 1,462 1,466 (1,466) ―

計 23,873 7,170 10,469 41,513 (1,466)40,047

営業利益 1,614 73 465 2,152 (46) 2,106

 

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

 

 
化成品
関連製品
(百万円)

電子材料
製品
(百万円)

建設・
建材関連
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

20,622 5,430 8,210 34,263 ― 34,263

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

3 ― 2,019 2,023 (2,023) ―

計 20,625 5,430 10,230 36,286 (2,023)34,263

営業利益又は営業損失(△) 1,867 △350 465 1,982 (111) 1,870

(注) １　事業区分は、製品の組成並びに事業目的等を勘案して区分しております。
２　各事業の主な製品

(1) 化成品関連製品………ファインケミカル製品、フィルム・シート製品、メラミン樹脂、接着製品他

(2) 電子材料製品…………セラミック基板、厚膜印刷製品、プリント配線板他

(3) 建設・建材関連………産業プラントの設計・施工、住宅用アルミ建材他

 

　　（前第３四半期連結累計期間）

３　「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より、主として月次移動平均法による
原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。これに伴い、従来の方法によった場合に比
べ、当第３四半期連結累計期間の営業利益が「化成品関連製品」で53百万円、「電子材料製品」で2百万円それぞれ
減少しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

 

 
日本
(百万円)

アジア
(百万円)

その他
の地域
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

9,851 1,604 1,409 12,865 ― 12,865

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

766 708 0 1,476 (1,476) ―

計 10,618 2,313 1,409 14,341 (1,476)12,865

営業利益は営業損失(△) △4 250 △140 105 104 210

 

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

 

 
日本
(百万円)

アジア
(百万円)

その他
の地域
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

10,214 1,199 1,277 12,690 ― 12,690

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

1,388 945 7 2,341 (2,341) ―

計 11,602 2,144 1,285 15,032 (2,341)12,690

営業利益又は営業損失(△) 963 374 △17 1,320 (133) 1,186

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1) アジア…中国、タイ

(2) その他の地域…米国、オランダ

 

　　（前第３四半期連結会計期間）

３　「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より、主として月次移動平均法による
原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。
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前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

 

 
日本
(百万円)

アジア
(百万円)

その他
の地域
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

30,265 4,632 5,149 40,047 ― 40,047

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

4,031 3,199 0 7,230 (7,230) ―

計 34,296 7,831 5,150 47,277 (7,230)40,047

営業利益又は営業損失(△) 1,124 903 △58 1,969 136 2,106

 

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

 

 
日本
(百万円)

アジア
(百万円)

その他
の地域
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

27,431 2,916 3,916 34,263 ― 34,263

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

3,704 2,886 25 6,616 (6,616) ―

計 31,135 5,802 3,942 40,880 (6,616)34,263

営業利益 1,372 319 17 1,708 161 1,870

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1) アジア…中国、タイ

(2) その他の地域…米国、オランダ

 

　　（前第３四半期連結累計期間）

３　「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用に伴い、第１四半期連結会計期間より、主として月次移動平均法による
原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。これに伴い、従来の方法によった場合に比
べ、当第３四半期連結累計期間の営業利益が「日本」で56百万円減少しております。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

 

 アジア 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 1,996 1,049 801 3,847

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― 12,865

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 15.5 8.2 6.2 29.9

 

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

 

 アジア 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 2,975 1,042 669 4,687

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― 12,690

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 23.4 8.2 5.3 36.9

 

前第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

 

 アジア 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 7,344 3,992 2,412 13,749

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― 40,047

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 18.3 10.0 6.0 34.3

 

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

 

 アジア 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 6,829 3,062 1,966 11,859

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― 34,263

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 19.9 8.9 5.7 34.6

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
２　各区分に属する主な国又は地域

(1) アジア…中国、タイ

(2) 欧州…フランス、ドイツ、オランダ

(3) その他の地域…米国、その他

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額
 

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

  

 　171円98銭

  

 　154円97銭

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎
 

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 12,049 10,789

普通株式に係る純資産額(百万円) 11,512 10,374

差額の主な内訳(百万円)   

少数株主持分 537 415

普通株式の発行済株式数(株) 66,990,298 66,990,298

普通株式の自己株式数(株) 49,964 44,029

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株)

66,940,334 66,946,269

 

２　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間
 

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益 9円09銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

１株当たり四半期純利益 16円22銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 608 1,085

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 608 1,085

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 66,950,622 66,942,951
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第３四半期連結会計期間

 

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失 3円30銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

１株当たり四半期純利益 12円98銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注) １　前第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失が計上さ
れており、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　当第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

２　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上の基礎
 

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失(△) (百万円)

△220 869

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失(△) (百万円)

△220 869

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 66,947,915 66,941,313

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

 

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成２１年２月６日

日本カーバイド工業株式会社

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　田　　口　　博　　臣　　㊞

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　石　　井　　哲　　也　　㊞

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　孫　　　　　延　　生　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本カー

バイド工業株式会社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成２０年１０月１日から平成２０年１２月３１日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成２０年４月１日か

ら平成２０年１２月３１日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本カーバイド工業株式会社及び連結子会社の平成２０年

１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
 

EDINET提出書類

日本カーバイド工業株式会社(E00777)

四半期報告書

31/32



独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成２２年２月５日

日本カーバイド工業株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　石　井　哲　也　　㊞

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　孫　　　延　生　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本カー

バイド工業株式会社の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成２１年１０月１日から平成２１年１２月３１日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成２１年４月１日か

ら平成２１年１２月３１日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本カーバイド工業株式会社及び連結子会社の平成２１年

１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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